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〈国語部会 〉

研究主題

「書くこと1の 領域における指導 と評価の在 り方

一一評価結果を生かした効果的な指導の工夫にっいて一

研究の概要

学習 指導 要領 には、 「書 くこ と」 の 目標 と して、 「自分 の考 え をま とめ 、立場 を明 らか

に し、 相手 や 目的 に応 じて論 理的 で勤 果 的な 文章 を書 くこ とので き る能 力 を高 める と と

もに 、書 くこ とによ り生活 を豊 か に しよ うとす る態 度 を育 て る よ うにす る。」 と示 され

て お り、「書 くこと」の言語 能力 を 中学校 三年 間で確 実に育成 す る こ とが求 め られ てい る。

この こ とを踏 まえ、互 いの 立場 や考 え を尊重す る態度 の 育成 を 目指 し、 基礎 ・基本 の

確 実な 定着 を図 り、個 に応 じた指 導 を一層 推進す る とい う観 点 か ら、指 導 と評 価の 一体

化 を図 る指 導の 工夫 につい て研 究 を進 め、 「書 くこ と」 の領 域 にお い て 、指導 過 程 にお

け る評 価結 果 を生か した効果 的 な指導 方法 の開発 を行 った。

研 究 の 内 容

「書 くこと」の指導 にお ける主 な問題 点

「書 くこ と」 の指導 にお ける主な 問題 点 と して、次 の よ うな こ とが挙 げ られ る。

O書 くこ とを面倒 だ と感 じた り、題 材 に 興味 を示 さなか った りす る こ とへ の指導 が難 しい。

O書 くことの能力差 が大 き く、一斉 指導 の 中で個 に応 じた指 導 をす るのが難 しい。

O生 徒 の作 品 を評価す る評価 内容や評 価方 法が 、 どの 単元で も画 一的 にな って しま う。

これ らを解 決 す るために は、生徒 が 興 味 ・関 心 を もて る よ うな題 材 を工夫 す る こ と、指 導

過 程 に個 に応 じた補 充的な学習 や発 展 的 な学習 を あ らか じめ計 画す る こと、単元 の指導 目標

を明確 に してポ イ ン トを絞 った評価 をす る こ と、 さらに 自己評 価や 相互 評価 の活動 を指 導 過

程 に取 り入れ る こ とな どが必 要 であ る。 つ ま り、一人 一人 の書 く意 欲 を喚起 す る ととも に、

個 に応 じて書 く こ との 内容や方 法 を教 え 、教師や 友達 か らの評 価 に よって 自信 をっけ させ て

い く授 業 を展 開す る ことが、 「書 くこ と」 の能 力 を高 め るた めに は大 切 で あ る とと らえ る、

2指 導 と評 価の 一体化 を図るた めポ イン ト

上記 の よ うな授 業 を展開す るた めに 、指 導 と評価 の一 体化 を図 るた めの ポイ ン トを次 の5

点 と考 え 、具体 的に研究 を進 めた。

(1)育 成 す る言語 能力の 明確化

(2)「 努力 を要す る」状 況(C)に 至 る ことの ない よ うな指導 の工夫

(3)相 互評価 活動の効果 的 な活 用

(4)指 導 目標 に対す る個 々 の学習 状 況 を見 る評価

(5)評 価 結果 に応 じた(個 別 の}指 導 ・支援
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(1)育 成す る言語 能力の明確 化

学 習 指導 要領 の 「書 くこ と」 にお ける内容(以 下 「指導事 項 」 と略記)11項 目の うち、

そ の単 元 で指導す るのは どの指 導事 項 かを 明確 にす る。 この よ うに、育成 す べ き言 語能力

を 明 らか に した上 で、生徒 の実 態 に即 した授業 を構想 す る。 また 、評価 にお いて は 、その

言 語 能 力 が 「お おむ ね満足 で き る」状 況(B)と な るよ うな学 習の実 現状況 を評 価規準 と

す る(評 価 規準 は、rお おむ ね満 足 で きる」 と判 断 され る状 況(B)を 示 してい る)。 さ ら

に、 生徒 に対 して学 習 の 目標 を 明示す る ことで 、学習 へ の取 り組 み 力注 体的 ・意欲 的 にな

り、 自己評価や 相互評価 の 際 も視 点 が明 らかに な る。

(2}「 努 力 を要す る」 状況(C)に 至 る ことのな いよ うな指導の 工夫

基 礎 ・基本 の確 実 な定着 を図 る観 点 か ら、r努 力 を要す る」 と判断 され る状況(C)に

至 る生徒 を出 さない よ うに 、教 師が 指導 を充実 させ るこ とが何 よ り肝 心で あ る。 充実 した

指 導 こそ が 、適切 な評価 にっ な が る と考 える。 「書 くこ と」 の指 導 にお いて は、書 くこ と

に対 す る興 味 ・関心 を喚 起す る こ とが指導 の第一段 階 とな る。 そ こで、生徒 の 興味 ・関心

を 引 き出 した り、書 くこ とに対 す る苦手意 識 を払拭 した りす るために 、 目的意識 や相手意

識 を もたせ られ る題材や 他 の領 城 と関連 した題 材 を設 定 し、学習指 導要領 に例示 されて い

る言 語活 動の活用 を図 りなが ら、授 業 を展 開 してい く必要 があ る。

(3)相 互評価 活動 の効 果的 な活用

指 導過 程 に相互 評価 活動 を取 り入 れ て、生徒 同士の学 び合 い の場 を位置 づ ける こ とに よ

り、学 習 意欲 の 喚鐸 と学 習 目標 の意 識化 を図 る こ とが で き る。 「書 くこ と」 の指 導におい

て相 互評 価 を取 り入れ るこ とは、生 徒 が学習意欲 を高 めた り、 自己の学習 状況 を把握 した

りす る上 で効果的 で ある。 また 、取材 ない し構想 の段階及 び記述 後の農階 にお いて 、同 じ

題 材 の も とに書 かれた 友達 の作 品 を読 む こ とで 、様 々 な考 え方や表 現の仕方 が あ ることに

気 付 き、 自分の考 え を深 めた り、表 現力 を高め た りす る こ とが 可能 とな る。 ま た、生徒 自

身 が 評価者 とな る ことで 、学習 の 目的が意識付 け られ 、書 く能 力の 向上 にっ なが る。

〔ω 鱒 目棉に対する融 の単習状況を見る論 〕

授 業 中や授 業後 に 、 ワー ク シー ト、相互 評価 表 、評価 カー ド、観 察、作 品、 ノー トな ど

を活 用 し、 目標 に対す る生徒 一人 一 人の学 習状 況や つ まず きを と らえ る評価 を実施す る。

その 際 、完 成 され た文章(作 品)だ けが評 価の対象 では な い ことに十 分留意 す る。ま た、

教 師 に よる評価 だけで な く、生徒 自身 が 自らの学習状 況 を把握 で き るもの にな るよ う工夫

す る。 目標 に準 拠 した評価 は、 生徒一 人一 人の 目標 の実 現状況 を的確 に把握 し、学習状 況

の 改 善に 生か してい くこ とが重 要で あ る.

⑤ 評価結果に応 じた(個 別の)指 導 ・支援

評価 結 果 を次の 学習 に生 か し、個 に応 じた指 導 を進 めてい くため に、評 価結果 に応 じた

補 充 的 な 学習 や発展 的な学 習 につ い てあ らか じめ計画 をたて てお く。特 に、 「努 力を 要す

るj状 況(C)と 判 断 され た 生徒 に は、fお お むね満 足 で き る」状 況(B)に な るよ うに

適 切 な 指導 ・支 援 を具体 的 に講 じるこ と力泌 要 である。
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3「 努 力 を要 す る」 状況(C)の 生徒へ の指導の手立 て

学 習 の実現状 況 が、 「努力 を要す る」状 況(C)と 判 断 され た 生徒 に対 して は、そ の 生徒

が意 欲 をもち、具体 的 な課題 を意識 で きる よ うな働 きか け をす るこ とが大切 で あ る。

本 研 究 で は、生 徒個 々 の学 習状 況 を的確 に把 握 して 、 「個 別指 導や 理解 の 程度 に応 じた指

導 」や 「教材 の工夫 」 な ど指導 方法 の改 善 を行 った。 具体 的 には 、次 の よ うな こ とが挙 げ ら

れ る.

生徒 が 自己評価 や相 互評 価 を行 い 、 自分 で学 習状 況 に気 付 き、新た に意欲や 課題

をもって 自力 で取 り組 も うとす る場面を設定す る。

〔イ

評 価結 果 に即 して 、教 師 が、授 業 中の机 間指 導 な どで 「ほ め るjr励 ます 」 「ア

ドバイ ス を与 える」 な ど を した り、 ワー ク シー トや ノー トに適切 な コメ ン トを記入

した りす る。

繰り返しの学習 〕

次時 の導入場 面で既 習事 項 を確 認す る時 間 を設 定 した り、既習 の ワー クシー トを

再 度活用 した りす るな ど、学 習展 開の改善 を図 る。

〔工 概 の鱒 〕
授業 中また は特 別な 時間 を設定 し、補 充指導 を行 う。

これ らの こ とを踏 まえ、本研 究 では、 次の よ うに授 業 を行っ た。

【事 例1】 「読 む こと」 との関連 を図 った指導 〈第1学 年 〉

「効 果 的 な文 章 を書 く こ との で き る能 力 を高 め る」 に は 、 「書 くこ と」 の指 導事 項

に示 された 内容 の徹底 を図 る とともに、優れ た表 現 に触 れ させ 、 それ を 自分 の表現 に

生 かす 学 習活 動 が大 切 で あ る.こ の こ とか ら、 「読 む こ と」 との 関連 を図 った授 業 を

展 開 し、学 習過程 において 相互 評価活動 を活 用す る。

【事例2】 相手意 織 を明確 に もたせ る指導 く第1学 年 〉

「相 手や 目的 に応 じて書 くこ とので き る能力 を高 め る」 には、 まず相 手 意識や 目的

意 識 を明確 にす る こ とが ポイ ン トとなる。 そ の上 で 、書 こ うとす る内容 の 中心 をは っ

き りさせ 、適 切 な語句 を用 いて整 った 文で分か りや す く 的確 に書 く。 つ ま り、誰 に

向 けて 、どの よ うな 目的 で、どの よ うな事実や 事柄 につ いて書 くか を明確 に した上 で 、

必 要 な情報の収集 活動 を十分 に行 い、 内容 を豊 か に整 える こ とが大切 で あ る。

【事例3】 纏続 的か つ繰 り返 しの指導 く第3学 年 ・選 択)

「論理 的 に書 く能 力 を育 て るjに は 、 自分 が書 こ うとす る論 点や 考 え をは っき りさ

せ 、そ れ に必要 な情 報 を収集 し、選 択 し、根 拠 を明確 に示 して説得 力 のあ る論 理 の展

開 を工夫 す る こと力球 め られ る。 と りわけ 「意 見文」で は、 自分 の立場 をは っ き りさせ

る と ともに 、誰 に 、何 のた め に、 どん な内容 を伝 え るのか を明 確 に しなけれ ば な らな

い。 こ うした言語 能力 は、継 続的 かつ繰 り返 しの指 導に よっ て育 成 され る。
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W指 導 事 例

【事 例1】 「読 む こと」 との 関蓮 を図 った指導 く第1学 年〉

本 事例 は、 「読 む こ と」 の授 業 か ら題 材 を得 て 、 作品 の 中の登 場人 物 の気 持 ちに な

って 日記 を書 く学 習 活動 で あ る。 「読む こと」 の 学 習に よ って登 場人 物 の 心情 や 状況

の把握 がで きてい るの で、生徒 は興味 ・関心 を もって文章 を書 くことが で きる。また 、

書 い た 日記 を互 いに 読み 合 うこ とに よ り、様 々 な気持 ちの とらえ方 や表現 の仕方 を理

解 す る ことがで き る授 業で あ る.

1単 元 名 日記 を書 こ う ～ 「麦 わ ら帽子 」(今 江祥 智)を 読 んで

(出典 「国語1」 光村 図書)

2指 導 と解価 の一 体化 を図 るた めの工夫

① 育成する言語能力の明確化 ・伝 えた い事 実や 自分 の気持 ち を明確 にす る

こ と[Bイ]

・書 い た文 章を 互 いに読 み合 い 、題 材 の と ら

え方 を 自分 の表現 の参考 にす る こと[Bオ]

② 「努 力 を要 す る」状 況(C)に 至

る ことのな い よ うな指導 の工 夫

「読む こ と」 の学 習 と関連 させ た題 材 を設

定 し、事 実 だけ で も書 け る よ うに させ る。 ま

た 、文例 を い くっ か 用意 してお き、書 けな い

生徒 には参考 に させ る。

③ 相互評価活動の効果的な活用 推 敲 段階 に相互 評 価活 動 を取 り入れ る。 一

度 、書 き上 げた と ころ で相互 評 価 を行 い 、他

の人 か ら寄せ られ た 意見 や文 章 を 参考 に して

改 めて書 き直 しを し、 よ りよい文章 にす る。

④ 指導目標に対する個々の学習状況

を見る評価

観 点 を明確 に示 した 「相互 評価表 」を用 い、

観点項 目に沿 って相互 評価 、 自己評価 す る。

⑤ 評 価結 果 に応 じた(個 別 の)指 導

・支援

メ ッセ ー ジカー ドを活 用 し、 生徒 相 互 でア

ドバ イ ス を し合 う とともに 、教 師 が コメ ン ト

をつ けて返 す。また 、発 展的 な指 導 として 「主

人公 の 日記 」 を書かせ る。

3授 業計 画(6時 間扱 い)

第1・2時 主人公 マ キの人 物像 と成 長 をつ かむ。

第3時 あ ん ちゃ(主 人公 以外 の人 物)の 人物 像 をつかむ.

第4時 あ んち ゃの立場 にな って 、この 日の出来事 につ いて 「あん ちゃの 日記jに 書 く。

第5時 他 の 生徒 の作 品を観 点 に沿 って相互評 価 し、そ の結果 を発 表す る.

第6時 相 互評 価 を も とに して 、 よ りよい文章 に なる よ う書 き直す。
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4指 導の計画 と評価例

◇第4時(@は 評価の対象 となる学習活動)

評価規準 伝 えたい事 実や 事柄 、 自分 の考 えや 気 持 ちを明確 に して書 い てい る。

【書 く能 力】

@① 「あん ちゃ」 の立 場 にな って 、 この 日の 出来事 につ い て 「あん ちゃ

主な の 日記 」 に書 く。 その際 、次 の事柄 を中心 に して書 く。

学習活動 ア どんな出来事があづたのか.⇒ 〔言平価方法〕書かれた蝉

イ そ の と き 、 どん な こ と を思 っ た の か 。

「おおむね満足できる」状況(B) 「十 分満 足で きる」状況(A)

書 読む相 手 を意識 しなが ら、事 相 手意 識 を明 確 に もち 、事 実

評価の基準 く 実や 事柄 、自分 の考 えや気持 ち や事 柄 が効果的 に伝 わる よ うに、

能 を明確 に して、表現 を工夫 して 豊かな表現や形式を工夫して分

力 分か りやす く書 いてい る、 か りやす く書い てい る。

r努 力 を要す る」状 況(C)と 判断 され る生徒へ の指 導の手立 て

事 実や 事柄 につ い て、箇 条書 きの 書 き方 を示 して 、そ れ ぞれ の事 実や事 柄 ごとに 書

かせ る。 また、文 例 をい くつか 用意 してお いて 参考 に させ 、個別 指 導で一 場 面の作 成

を一緒 に行 い、支援す る。

◇ 第5時(◎ は評価 の対象 とな る学 習活動)

O書 いた文 章 を互 い に読み 合 い、長所 や 特徴 に着 目 して評 価 ・批 評 しよ

評価規準 う と して い る。 【関 心 ・意 欲 ・態 度 】

O書 いた文章を互いに読み合い、長所や特徴に着目して相互評価表に書

い て い る。 【書 く能 力 】

主な ◎①他 の グルー プ の作 品 を読ん で、 グル ー プ内 で相 互評価 表 の観 点に 沿

学習活動 っ て評 価 し、記 入 す る。 ゆ 〔評価方法〕相互評倣 識 察

②相互評価 した結果 について 、グルー プ ごとに具 体的 に発 表す る。

「おおむね満足できる」状況(B) 「十分 満足で き る」状 況(A)

関心 文章中の主題や工夫などの長 文 章 中の表 現の 工夫 を とらえ、

意欲 所や特 徴 に着 目 し、書 き手 の も 長所や改善点を指摘 し、書き手

態度 のの見方や考え方に感想をもと のものの見方や考え方を理解 し

評価の基準 う と して い る。 よ う と して い る。

書 文章中の主題や工夫などの長 文章 中の表 現の 工夫 を とらえ、

く 所や特徴に着目し、相互評価表 長所や改善点を指摘 し、相手に

能 に 書 い て い る 。 正確に伝わるように相互評価表

力 に 書 い て い る。

「努力 を要 す る」状 況 〔C)と 判 断 され る生徒 へ の指導 の手 立 て

個別 指導 で 、文章 中の長 所 また は特徴 を一つ例 示 し、 それ が どこに記 述 され てい る

か を探 させ 、傍線 を引かせ る。 さ らに、相互評価 表 の 一項 目にっ い て一緒 に行 い、 支

援 す る。
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【事 例2】 相 手意 識 を明確 に もたせ る指 導 く第1学 年)

本 事 例 は 、 自分 が説 明 した い事柄 を 、相手 に わか る よ うに順 序立て て 説 明す る文章

を書 く学 習 活動 で あ る。 生 徒 が 文章 を書 く上 で の抵 抗感 の理 由 と して 、 「何 を書 い て

よい か分 か らない」 とい う題 材 や 内容 に関す る問題 や 、 「ど う書 けば よい か分 か らな

い」 とい う書 き方 に関す る問題 が 挙げ られ る。 そ こで 、相 手意 識 をは っ き りと もたせ

る こ とに よ り、伝 えた い こ とや 書 こ うとす る内 容 の 中心 を明 らか に して 、説 明の順序

や 書 き方 につ い て学習す る授 業で あ る。

1単 元 名 分か りや す い説明 文を書 こ う

2指 導 と評 価の一 体化 を図 るた めの工 夫

一 「～ の 仕 方 」 「～ の 作 り方 」 「～ の 育 て 方」

① 育成する言語能力の明確化 ・身 近 な生 活 の 中か ら題 材 を集 め 、考 えをま

とめ るこ と[Bア]

・書 い た文 章 を互 い に読 み合 い 、題 材 の とら

え方 な どにつ いて 自分 の表 現 の参 考 にす る

こと[Bオ]

② 「努 力 を要 す る」 状況(C)に 至

る ことの な いよ うな指導 の工 夫

題 材 が探 せ な い生 徒 には 、具 体例 を示 す。

また 、書 き方 の 分か らない生 徒 に は 、他 の生

徒 の文 章 を参 考 に させ た り、工 夫 した ところ

を発 表 させ た りして考 え させ る。

③ 相互評価活動の効果的な活用 清 書 した説 明 文 を読み 合 い、 他 の 人 の文章

表 現 の よい ところ に気づ き、 自分 の 文章 に生

かす よ う相互 評価 を行 う。

④ 指導目標に対する個々の学習状況

を見る評価

① 文 章の 組み 立 て を考 え るた めに 「構 想 カ

ー ド」 を活 用す る
。 ② 自分 の書 い た 文章 の表

記 の仕 方 を見直 す た めに 「推 敲 カ ー ド」 を活

用す る。 ③説 明 文 を読み 合 い、 表 現 上の 工夫

を理 解す るた めに 「評価 カー ド」を活 用す る。

⑤ 評 価結 果 に応 じた(個 別 の)指 導
・支援

生徒 相 互 の学 び の場 を多 く取 り入れ.支 援

・助言 す る。一 人一 人 の作 品 に長所 や 励 ま し

の言葉 を添え 、書 くこ とへの意欲 を喚 起す る。

3授 業 計画(5時 間扱 い)

第1時 学習 のね らい を確 認 し、題材 を集 め る。

第2時 文章 の組 み立 て を考 え、 「構想 カ ー ド」 に従 って下 書 きをす る。

第3時 下 書 き を 推 敲 し、 清 書 す る。 「推 敲 カ ー ド」 を 活 用 す る。[⇒9ペ ー ジ参照

第4時 グル ー プ内で 、清書 した説 明文 を相 互評 価す る。r評 価カ ー ド」 を活 用す る。

第5時 相互 評価 の結果 を発 表 し、学 習の反省や 感想 をま とめ る。
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4指 導の計画と評価例

◇第1時(◎ は評価の対象となる学習活動)

0題 材 や調 べ る材 料 に 関心 を もち、必 要 な資料 を積極 的 に調べ よ うと し

評価規準 て い る。 【関 心 ・意 欲 ・態 度 】

O自 分の課題 に沿 って 、身 近 な生活 の 中か ら題 材 を見 付 け られ る。

【書 く能 力 】

① 学習の ね らいを確認す る。

主な ② 身の回 りの生 活や学習 の中か ら関心 の あ る課題 を見付 ける。

学習活動 ◎③ 自分の課題 に沿 って、図書館 の本 な どか ら材 料(情 報)を 集 める。

噂 〔評価方法〕観察

「おおむね満足できる」状況(B) 「十分 満足 でき る」状況(A〕

関心 題材や調べる材料に関心をも 題材や調ぺる材料に質的な高

意欲 ち、 関連 す る資 料 を積極 的に調 ま りが 見 られ 、取 り組 む 態度 に

評価の基準 態度 べ よ う と して い る。 熱 心 さや積極性 が 見 られ る。

書 自分 の課題 に沿 って、図書館 自分 の課 題 に 沿 っ て 、図 書 館

く やWebサ イ トな どか ら必要 な資 やWebサ イ トの ほ か 、雑 誌や 新

能 料 を集 めて いる。 聞などから必要な資料を広く集

力 め て い る。

「努 力 を要す る」状況(C)と 判断 され る生徒へ の指 導の手 立 て

課題 を 見付 け られ る参 考資 料等 を提 示 し、興 味 ・関心 の もて る もの を選ぺ るよ う助

言す る。 ま たは、図書館 での本 の探 し方 を一緒 に行 い 、助 言す る。

◇第5時(@は 評価の対象 となる学習活動)

評価規準 O書 いた文 章 を互い に 読み 合い 、題材 の とらえ方や 材料 の集 め方 な どに

ついて 自分 の参 考にす る。 【書 く能 力】

主な

学習活動

⑨① 他 の グル ー プの 作 品 を読ん で 、グル ー プ内 で 「評 価 カー ド」 の観 点

に沿って評 価 し、記入 す る。

②相互 評価 の結果 を も とに、 自分 の文章 を推 敲 し、清 書す る。

⇒ 〔言平価方法〕評励 一 ド識 察

評価の基準

「おおむね満足できる」状況(B) 「十 分満 足で きる」状 況(A)

書

く

能

力

文章 中の題 材 の と らえ方 や材

料 の集 め方 な どに着 目し、長所

を 自分の説 明文 の参考 にす る。

文 章 中の題 材 の と らえ方や 材

料 の 集 め方 な どの長 所 や 改 善 点

を指 摘 し、 自分 の説 明 文 に取 り

入れ る。

「努 力を要 す る」 状況(c)と 判断 され る生 徒へ の指導 の手 立 て

個 別 指 導 で、説 明文の 参考 例 を示 し、同様 に書 け るよ う助 言 す る。 また 、必 要な材

料 が 見付 け ら るよ う参考 資料 を提 示 し、興 味 ・関心 の もて る もの を選べ る よ う助 言 す

る。 さらに 、他 の生徒 の文章 を参考 に させ た り、工 夫 した と ころを発 表 させ た り して、

支援 す る。
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【事 例3】 縦 続的 かつ繰 り返 しの指導 く第3学 年 ・選択)

本事 例 は 、1単 位 時 間 の授 業 の 中で、提示 され た題 材 につい て10分 間で200字 の意見

文 を書 き 、書 いた 文章 を相 互 に評価 し、題 材 の と らえ方 、論 理 の展開 の仕方 、材 料の

活 用 の 仕方 な どを学び合 う学習 活動 で ある。題 材 、字数 、時間 な どの制 限 があ る中で

は 、分 か りや す く簡潔 な文 章 を書 く工夫 が必要 に な る。 つ ま り、あ る条 件 の範 囲の 中

で 相手 に 自分 の考 えや 意 見 を よ りよ く伝 え るため に 、書 く内容 を検討 し、 吟味 し、精

選 す るな ど して 、分か りや す くま とめた り、話 の 中心 とな る内容 を的確 に書 き表 した

りす る ことが求 め られ る。 うした書 く能力 を、継続 的かつ繰 り返 しの指導 を通 して、

確 実 に向上 させ る授 業で あ る。

1単 元 名200字 で 自分の 考 えを伝 え よ う

2指 導 と評価 の 一体 化 を図 るた めの工 夫

3

① 育成する言語能力の明確化 ・自分 の意見 が相 手に効果的 に伝 わる よ うに、

根拠 を明 らか に して書 くこと[Bエ]

・書 いた文 章 を互 いに 読み合 い 、論 理 の展 開

の仕方 な どにつ い て 自分 の表 現 に役 立て る

こ と[Bカ]
1

② 「努 力 を要 す る」状況(C)に 至

る ことの ないよ うな指導 の工 夫

題材 、情 報 収集 、文 章構成 等 の いずれ か の

っまず き か を分析 して 指導す る。 言語事 項 に

関 して は 、漢 字 、語 彙 、文 法、 書写 等 の観点

か ら指導 す る.作 品 には 、具体 的 な改 善方法

や励 ま しの コ メン トを添 える。

③ 相互評価活動の効果的な活用 書 いた 文章 を相 互 に評 価 し、題 材 の と らえ

方 、論理 の展 開 の仕 方 、材料 の 活用 の仕 方 な

どを学び 合 う。これ を繰 り返す ことに よって 、

評価の 質や書 くこ とへの積極性 が 向上す る。

④ 指導目標に対する個々の学習状況

を見る評価

「評価 カー ド」 を活 用 し、題材 の とらえ方

は適 切 か 、評 価 の結 果 を次 の作 品 に生 か して

いるか等 の観 点で相 互評 価す る。

⑤ 評 価結 果 に応 じた(個 別 の)指 導

・支 援

補 充的 な指 導 と して 、r新 聞 の コ ラム な ど

を読 んで 情報 を収 集 し、それ につ い ての 作文

を書 く」 な ど、個 別 に課題 を提 示 し、指導 す

る。

授 業 計画(6時 間扱 い)

第1～ 提示 された課題 につ いて30分 程度(次 第 に5分 ず つ時間 を短 くす る)で200字

5時 の意 見 文 を書 き、相 互評価 をす る。 この学習 活動 を繰 り返 す。
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4指 導の計画と評価例

◇第5時(@は 評価の対象 とな る学習活動)

評価規準 ○書 い た文章 を互 いに読 み合 い 、題材 の と らえ方 や材 料 の 活用 の仕 方 な

どについ て 自分 の表現 に役 立て る。 【書 く能 力 】

主な

学習活動

① 他 の 生徒 の 作 品 を読 んで 、 「評 価 カ ー ド」 の観 点 に 沿 って評価 し、

記入する.[⇒ 〔評価方法〕評価 か ド

◎②相 互評 価 の結果 を も とに、 自分 の文 章 を推 敲 し、清書 す る。

酔価の基準

rおお㈱ 満足できる」状況(B) 「十 分満 足で き る」状 況(A)

書

く

能

力

文章 中 の題材 の とらえ方や材

料 の集 め方 な どに着 目 し、長 所

を 自分 の文章 の参考 にす る。

文章 中の 題材 の とら え方や 材

料 の集 め方 な どの 長 所や 改 善 点

を指 摘 し、 自分 の 文 章 に取 り入

れ る。

「努 力 を要す る」状 況(C)と 判 断 され る生徒 への 指導の 手立 て

個 別指 導 で 、新 聞 の コラム な どを読 んで情報 を収 集 し、それ に つい て の作 文 を書か

せ る。 そ の際 、必 要 な材料 が 見付 け らる よ う参考例 を具体 的 に提 示 し、 興味 ・関 心 の

もて るもの を選べ るよ う助 言す る。 さ らに、他 の 生徒 の文 章 を参 考に させ た り、 工夫

した とこ ろを発 表 させ た り して 、支援 す る

〔参韻 料 〕r陣 例2】 相手鰍 を明確r・もたせる指導」で活肌 たr推 敲カー ド」

〔
推敲

干

∴

O
O
組

O
Q
番

氏
名

O
O
O
O(自己評価項目}1わかりやすく、きちんとした説明がされているか。2構成・段落分けは適切か。3相手に伝えるための表現上の工夫をしているか。4文字は丁寧で、語句や記号の使い方は適切か.O表現の上で工夫した点

・

読
み

手
の

興

味
を
ひ

き
つ

け

る
よ
う
に
工

夫
し
て

書
い

た
。・読み乎にわかりやすく、正確に伝わるように段落
を
分
け
た
。・具体的な数量や大きさなどを示した。・専門用語は使わなかった。・擬鰭語や擬声語などイメージを豊かにもつように表現した。

O
も
と
の
文
章

・

鉤∵

二

分

く

ら

い

を

目

安

に

や
っ

て

く

だ

へ」

い
。.バタフライの手の回し方は.腕を曲げず

に
、

し
っ

か

り

伸

ば

して、両手をそろえてまわします。

O
修
正
し
た
文
章

・

約

三

分

く

ら

い

を

日

安

に

や

っ

て

み

ま

し

ょ

う
。・バタフライの手の回し方に、キックと同様

で
、

両

手

を

そ

ろ

えてまわします。この時、腕は曲げずに、しっかりのばします。
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V研 究 の ま と め

指 導 と評 価 の一体 化 を図 るた めの5っ のポイ ン トを踏 まえ 、評価結 果 を生 か した 動果的 な

指 導 の 工夫 につ いて研究 に取 り組 んだ成 果 と して 、次 の よ うな こ とカヨ挙げ られ る。

1効 果 的な 指導の 工夫

「書 く能力 」 を育成 す るた めに は、 生徒 が 日頃 か らもって い る興 味 ・関心や 書 くこ とに対

す る必 要感 な ど を生 か しなが ら、基礎 的 ・基本的 な表現 力 を定着 させ るよ うに指 導 の充実 を

図 る こ とが大切 で あ る。

ま た 、評 価 結果 に応 じて 、生徒 が 自信 や成就感 を もて るよ うに 工夫 した り、丁寧 で継 続的

な指 導 を繰 り返 し行 うよ うにす るこ とな ども必要 であ る。

ア 目的意 識や 相 手意識 を もたせ られ る題材 や他 の領 域 と関連 した題 材 を設 定 し、 言語活動

の活 用 を図 りなが ら、授 業 を構想 す る。 また 、 自己評価 や相 互 評価活動 を活 用 し、生徒 の

学 習 意欲 を喚 起す る。

イ 与 え られ た情 報 につ いて まず 正確 に受 け取 り、それ を文章表 現 に生かす とい う 「読む こ

と」 と 「書 くこ と」 の関連 を図 っ た指導 を取 り入れ る。 と りわけ 、論理的 な文章 をr序 論

・本 論 ・結論 」 な どの文章 全体 の構 成 を考 えなが ら読解 し、 それ らを文 章表現の 学習に 生

かす ことな どが挙 げ られ る。

ウ 事 実 を踏 ま えつつ 、 自分 の意 見や 感想 を書 く学習 活動 を重視 す る。そ のた め、 日頃 か ら

情報 収集 や 話 し合 いな どを通 して 自分 の意見や感想 を もち、書 くことに生 かす よ うにす る。

また 、身 近 な生 活や 社会 での 出来事 に 目を向 け、関心 を もった こ とや気付 い た こ とにっ い

てメ モす る習慣 を身 に付 け させ る。

エ 基 礎的 ・基 本 的 な事項 の学習 を重 ね た り、身 に付 けた能力 を さらに習 熟 させ た りす る補

充的 な指 導や 、 生徒 の興 味 ・関心 等 に応 じて教材 の範 囲 を広 げた りす る発展 的な指導 を、

指 導過 程 にあ らか じめ計画 してお く。

2「 指 導 と評価の 計 画」の作成

「書 く能 力 」 を 中学校 三年 間 で確 実 に身 に付 け させ るた め には、 「指導 と評価 の 計画 」 を

作成 し、指導 と評 価 の一体化 を図 るこ とが大切 であ る。

指 導 計画 では 、指導 のね らい を明確 に し、言語 活動 例 の活用 を図 りな が ら生徒 の書 く機 会

を 多 く し、書 く時 間 を十分 に確保 す るこ とが 大切 で あ る。 また 、評価 計画 で は、学 習活動 に

即 した具 体的 な評価 規準 を踏 まえ、 多様 な評 価方法 を工夫 してい くこ とが大切 で ある。

3敬 語 表 現の 指導 の工夫

平成14年 度 に東 京都教 育委 員会 が実 施 した 「基 礎的 ・基 本的 な内容 の定着 に関す る調 査」

の結 果 、 中学1年 生で は 「漢 字の 書 き」 と敬 語表 現 な どの 「言 葉の きま り ・表記等 」の 定着

状 況 が低 い こ とが 明 らかに なっ た。特 に 、敬 語表 現 につ いて は、 コ ミュニ ケー シ ョン能 力 の

基 本 と して 、 「話す こ と ・聞 く こ と」 「書 くこ と」 「読 む こ と」 の言 語活 動 を通 して 、 日常生

活 の具 体 的 な場 面 を想定 した り、他 の教 科 や総合 的 な学習 の時 間な どで使 え るよ うに働 きか

けた りす る指 導 が必 要 で あ る。 例 えば 、 「職 場 訪問 のお 礼 の手紙 を書 く」学 習活 動 で、 敬語

表 現 を使 って相 手へ の思いや りや 配慮 に気 をっ けて書 くな どの指導 の工夫 力{挙げ られ る。
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